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　Scientific　Planのdraftが発送され，広くコメント

を集めた中でScientific　Planの確定とl　Implementa－

tion　Planへの戦略作りの意味でのCLIVAR－SSG4

が新しくCLIVAR－Officeを開設したハンブルグ大学

の海洋研究所で，1995年6月12日から15日にかけて開

かれた．

　今回はテーマの多様さから，日本からは筆者の他に

花輪（東北大），黒田・和田（JAMSTEC）の3人が参

加した．

　会議はExecutive　Summaryの文面の議論から始

まった．1この日の朝にK．Trenberthが書き直したと

いうわけで，大いに議論が盛り上がった．特に，もめ

たのは「海洋の役割」の。ところで，最初のTrenberth

の案文，

　It　is　expected　that　much　decada1－to－centennial

climate　variability　arises　from　interactions　of　the

atmos　here　with　other　parts　of　the　climate　s　stem

involvin　lon　time　scales　and　feedback　processes，

es　ecially　special　region　of　the　worlds　oceans（such

aS　water　maSS　tranSfOrmatiOn　regiOnS，StrOng

boundary　currents，and　return　path《choke　pointsフ）．

Special　efforts　will　be　devoted　to　identifying　these

specific　　rocesses　and　regions　responsible，　and

understanding　the　mechanisms　by　which　the　ocean

and　atmosphere　interact　to　produce　this　variability．

（ここで下線部は，Trenberthが書き加えた所，かっこ

内は消された文章）に対し，海洋側から，大いに文句

が出た．もとの文，

　It　is　expected　that　decada1－to－centemial　climate
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variability　arises　from　special　regions　ofthe　worlds

oceans（such　as　watermass　transformation　regions，

strong　boundary　currents，and　return　path　てchoke

points’）and　efforts　will　be　devoted　to　identifying

these　specific　regions　and　mderstanding　the　mecha．

nisms　by　which　the　ocean　and　atmosphere　interact

to　produce　this　variability．

から考えて見ると，変更点は，明白で「海洋のための

CLIVAR」から「CLIVARの海洋」と大きく視点変更

した形になっていた．WOCEからCLIVARへの移行

を考えている中で，この様な後退は海洋としては困る

のであろう．同席していたJAMSTECの企画課長の

和田さんに聞いても，「この様な国際的な計画にこの研

究をしなければならないと書いてあると，大蔵に予算

要求に行った時に楽だ」と言うので，やはり，ある程

度書いておくことは必要なのであろう．結局，

　identifying　and　studying　the　oceanic　regions　and

processes　through　which　the　ocean　and　atmosphere

interact　to　produce　decada1－to－centennial　climate

variability．

という様な文章で妥協し終了した．

　次いで，National　Reportに移った．今回からは

ImplementationPlan（実行案）の作成が任務というこ

とで，この様なsessionが設けられたのである．最初

は，Komen（ベルギー）で，ヨーロツパ連合のCLIVAR

活動を紹介した．単に委員会が出来ているだけであっ

た．「CLIVAR－SSGにヨーロッパが少ない」という言

葉に，M．Mantonが「ヨーロッパからは4人だが，ア

ジア，オーストラリア域は2名だ」という応酬が面白

かった（基本的にアメリカが多すぎる，と思っている

のであろう）．

　日本のNational　Reportは，筆者が全般の話をし

て，その後，黒田（海洋科学技術センター）が「むつ」
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に続くブイ計画や，現在進行中の　JAMSTEC　の

TOCS（Tropical　Ocean　Climate　Study）計画（年2

回の熱帯海域の航海）について触れた．その後，花輪

（東北大）が，北太平洋の10年変動についての考え方を

述べた．

　アメリカについては，P．Websterが，オーストラリ

ア，メルボルンでのGOALSWorkshopの勧告などを

交えて報告した．例の如く，インド洋の面白さを強調

していた．

　その他，GEWEX，WOCE，GCOS／GOOSなどに関
連する話しがあった．

　その後，CLIVAR－GOALS，CLIVAR－DECCEN，
CLIVAR－ACC　の3つの委員会に分かれて，Imple－

mentationのStrategyについて話し合った．

　CLIVAR－GOALSに関しては，P．Websterがメル

ボルンの会議の結果として，（1）30－60dayfluctuation，

（2）ENSOとmonsoon，（3）prediction　of　monsoonの

3本の柱をあげ，Australian－Asian　Monsoon　Panel

を設置することを訴えた．とは言え，いずれも旧い問

題で，今まで何回もtryされて来たわけで，おいそれ

とお金が来るわけでもない．又，アメリカのアジア地

域に対する及び腰が目立ち，Panelの委員長を　R．

Lukasにしようとしたら，NOAAの人間が「アメリ

カはこの地域の研究に積極的にfundingする気がない

のでUSの人間が議長とは如何なものか」と言ってい

た．暗に「日本が主役を勤めろ」というわけで，筆者

とR．Lukasのco－chairということになった．

　CLIVAR－DECCENに関しては，

A．Dec－Cenのスケールの変動の中でwater－mass

formation（水塊形成）の役割は何か？

B．Dec－Cenのスケールの変動の中で，海洋大循環，

西岸境界流ジャイヤの変動の役割は何か？

C．Dec－Cenのスケールの変動の中で，大気海洋相互

作用の果たす役割は？

という3つのテーマで，Symposiumを行い，「草の根」

からアイデアを集めて，実行案を作ってゆこうという

ことになった．AはShuttが，BはGordonが，Cは

Sarachikが責任者となった．

　ACC・に関しては，Bengtsson，Gate，Mantonらが

議論し，さして，目新しい方針とは思えないが，

　（1）地球放射収支観測の継続→GCOSとの協力

　（2）温室効果気体とエアロゾルのモニタリング→

　　GCOS／IGBPとの協力
　（3）水文過程の研究

　（4）Cloud　feedbackの解明

　（5）Land　surface　f6edbackの解明

　（6）Climatic　changeのdetection（data　recovery

　　　とnet　variationの抽出）

　（7）Coupled　model　validation→CMIP　（Coupled

　　Model　Inter60mparison　Project）の開始

　（8）Climate　changeに関する数値実験のdesign

　（9）Data　Setの作成（instrumentのdataとpaleo

　　のdata）

　⑩Infrastmctureの整備

　という方針を出していた．何となく「温室効果気体

の増加に関する地球温暖化の研究」そのもの，という

感じである（ACCは，勿論そうであるが，もう少しの

んびりとした感じがあっても良い，という気がしない

でもない）．

　その他に，cross－cuttingなpane1として，upper

oceanobservationpanelが提案された．これは，XBT，

drifter，TAO－mooring，ALACE　floatなど様々な観

測手段が提案されている中で，「気候のモニタリング」

という意味で最適なobservation　systemを捜そうと

いうものである．この時にも「UpperOceanの定義は

何か？」という点で議論があった．

　もう一つは，GEWEXとの共同作業で，特に，TOGA

－COAREの時に注目を集めたskinとバケツとブイの

3種類の海面水温の意味について考えよう，と　P．

WebsterがSSTのWorkshopを提案していた．又，

Paleoに関しては，Duplessyが，年輪とサンゴと堆積

の3つの分野から人を集めてWGを作るということ

になった．

　その後，来年にかけてどの様なスケジュールで会議

を持つかが議論された．GOALSに関しては，96年7

月にトリエスタで2回目のモンスーン会議を開くの

で，これに合わせてMonsoon　WSを開くことが決

まった．

　長年，議長を勤めたGordonは降り，A．Clarkと

K．Trenberthの二人が共同議長ということになった．

又，若干の委員の交代があった．次会のSSGはCCSR

とJAMSTECのCo－hostで，札幌で開くことに決
まった（東京はもう飽きた，との声が強いのである）．
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